
奉公袋
出征する時に必要なものを入れました。
遺髪や遺言書を入れたりもしました。
在郷軍人は常にこれを準備して、いつ
でも戦争に行けるようにしていました。
陸軍では奉公袋、海軍では応召袋と
呼びました。

千人針
千人(多数)の女性が一針ずつ縫って
結び目をこしらえた布のお守りです。
この資料には「千人力」「職員･生徒･児童
一同」などと記されています。学校の
先生が出征した時のものでしょうか。

寄せ書き日章旗
召集令状(赤紙)が届くと、出征の際に
近所や職場の人、親族らが駆けつけて
来て、日章旗(日の丸の旗)にそれぞれ
の氏名や「武運長久」などの祈願の
言葉を寄せ書きして贈りました。

鉄帽（鉄兜）
鉄のヘルメットです。空襲に備えて、
町内会から配布されるなど、広く普及
しました。

防空頭巾
防空頭巾は、簡単に作ることができ、
持ち運びも軽いので、女性専用でした
が、次第に男性も携行するようになり
ました。通学する児童も必ずこれを
持って出かけるようになりました。

防毒面
防毒面(防毒マスク)は、爆撃で発生
した火災の煙から身を守る道具です。

また、毒ガス弾による空襲に備えても
普及しました。自治体などに配備され
ました。
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